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補助事業名 2019年度 水資源の有効活用のための研究開発等 補助事業 

(http://www.wrpc.jp/center/cen05.htm) 

補助事業者名 一般財団法人造水促進センター 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

水資源の有効利用により環境負荷の軽減と循環型経済社会の促進を図るため、水質汚濁防

止や海水の淡水化等造水・排水処理技術に関する先端技術の開発及び実用化事業を行い、も

って機械工業の振興に寄与する。 

（２）実施内容 

①国内外における下・排水再生利用の実用例調査 

(http://www.wrpc.jp/center/img/jitennsha2019.pdf) 

国内外の下水や各種工場の排水処理・再生利用に関して、主要なキーワードによる文献検

索を行うとともに、造水関係シンポジウム、業界専門誌、インターネット等の調査、収集を

行い、その中で重要と思われる文献に関して分類をし、所定のフォーマットへの記入作業中

を行った。 

現地調査としては、S社D工場、福岡市水処理センター及びウォータープラザ北九州の調

査を行った。 

また、米国の下水再利用の概要、各国の再生水利用の基準等に関して長崎大学藤岡准教授

と情報交換を行うとともに、下・排水再利用事例報告書についてのまとめ方、今後の展開等

については、学識経験者等にアドバイスを得て報告書をまとめた。 

 

  

Ｓ社Ｄ工場のＭＢＲ膜設備     福岡市水処理センター施設の  

繊維ろ過設備（40m3/d） 

 

２ 予想される事業実施効果 

水処理設備・水処理関連機器・水質センサー・膜処理技術・UV・オゾン等の幅広く国

内市場の拡大につなげ、さらには、水処理関連企業の海外展開に寄与することが期待でき、 
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これらが適切に実施されれば水不足対策に大いに貢献でき、SDGsへの寄与にも大きく貢

献すること考えられ、本補助事業の成果が今後広く普及することにより、水処理装置及び

環境装置等造水関連機械の導入が増加し、機械振興に寄与することが予想される。 

 

３ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

国内外における下・排水再生利用の実用例調査報告書 130部 

  

  

  

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

特に無し 

 

 

 



４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 一般財団法人 造水促進センター (ゾウスイソクシンセンター) 

住  所： 〒103-0003 

東京都中央区日本橋横山町４番５号 福田ビル ４Ｆ 

代 表 者： 理事長 山本 和夫 (ヤマモト カズオ) 

担当部署： 総務部 (ソウムブ) 

担当者名： 総務部長 中村 俊治 (ナカムラ トシハル) 

電話番号： 03-5644-7565 

F  A  X： 03-5644-0686 

E - m a i l： zosui@wrpc.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： http://www.wrpc.jp 
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